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2022年漁期におけるサケ資源状況について 

―さけます関係研究開発推進会議における議論― 

 

水産資源研究所さけます部門 資源生態部 本田聡 

 

 

 2022年漁期のサケ来遊資源量は、全国で 34,310千尾（2023年 2月 28日現在）

となり、前年比 178％と大幅に増加した。しかし、その増加の程度には地域によ

り大きな隔たりがあり、北海道日本海および北海道太平洋は共に前年比 8 割増

であったのに対して、本州日本海では前年比 5 割増、本州太平洋では 2 割弱の

増加に留まった。ここでは、本日午前中に開催された「さけます関係研究開発推

進会議」における議論の概要について報告する。 

 

 

図. 地域別年齢別サケ来遊数の推移（2022年漁期まで） 
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2022年漁期におけるサケ資源状況

令和5年8月
水産研究・教育機構
水産資源研究所
さけます部門
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カナダ

米国本土

カナダでは大きく落ち込んだまま。それ以外の海域は前年並みか上回る NPAFC資料
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北海道太平洋は前年よりは回復
一方、本州太平洋の2022年は、2021
年に引き続き極めて低い来遊に

2022年の北海道日本海は過去最高
水準に
本州日本海も前年よりは回復

水研機構資源研
さけます部門まとめ
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4海域何れにおいても2015年級群の回帰の悪さが顕著
2018年級が絶好調だったのは北海道日本海の4歳。2019年級3歳魚も多い。
他の海域でも2018年級4歳魚の来遊は前年を大きく上回る？

水研機構資源研
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日本海側

北海道
太平洋側

本州
太平洋側

2019
YC

2018YC

2018YC

2018YC

道県、地区
（海区）

河川捕獲尾数 沿岸漁獲尾数 総来遊数

本年度 前年同期 前年比 本年度 前年同期 前年比 本年度 前年同期 前年比

北海道 4,075,243 1,944,477 210 29,396,519 16,685,979 176 33,471,762 18,630,456 180 

太平洋 987,580 467,078 211 6,111,646 3,453,410 177 7,099,226 3,920,488 181 

日本海 3,087,663 1,477,399 209 23,284,873 13,232,569 176 26,372,536 14,709,968 179 

(オホーツク) 2,110,018 961,205 220 18,188,688 10,406,827 175 20,298,706 11,368,032 179 

(日本海) 977,645 516,194 189 5,096,185 2,825,742 180 6,073,830 3,341,936 182 

(根室) 314,802 179,237 176 3,535,331 1,800,863 196 3,850,133 1,980,100 194 

(襟裳以東) 310,484 62,727 495 1,271,433 1,057,422 120 1,581,917 1,120,149 141 

(襟裳以西) 362,294 225,114 161 1,304,882 595,125 219 1,667,176 820,239 203 

本州 300,768 241,103 125 537,926 391,744 137 838,694 632,847 133 

太平洋 82,326 65,367 126 307,314 269,426 114 389,640 334,793 116 

日本海 218,442 175,736 124 230,612 122,318 189 449,054 298,054 151 

合計 4,376,011 2,185,580 200 29,934,445 17,077,723 175 34,310,456 19,263,303 178 

太平洋 1,069,906 532,445 201 6,418,960 3,722,836 172 7,488,866 4,255,281 176 

日本海 3,306,105 1,653,135 200 23,515,485 13,354,887 176 26,821,590 15,008,022 179 

2022年度のサケ来遊状況（R4年度さけ捕獲採卵漁獲速報最終版）

北海道：日本海･太平洋共に前年の約2倍。日本海は量的にも過去最高レベル。
一方、太平洋側のえりも以東は前年の4割増に留まる。

本州：日本海、太平洋共に前年を上回るも、太平洋側は前年の2割増に留ま
り、近年の来遊低迷を脱せず。

2022年度漁期の特徴
↓

地域間格差の拡大

1. 北海道日本海における大豊漁

• 来遊量は前年比で2倍、量的にも過去最高レベル

2. 東北太平洋での不漁継続

• これまで岩手県の回帰率と負の相関を示していた

「暖水比」からは、2022年の来遊量の回復を予測

• 実際には2022年岩手県の単純回帰率は0.04％、極

めて低かった前年と同じに
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2022年度漁期の特徴
↓

地域間格差の拡大

1. 北海道日本海における大豊漁

• 来遊量は前年比で2倍、量的にも過去最高レベル

• 対象:2018年級群（2019年春に降海、2022年秋に4歳で回帰）

• サケ稚魚が石狩湾に降海した2019年春の幼稚
魚調査では、特に良い予兆は観測されず

• サケ稚魚に見立てた粒子を春の石狩湾に投入
し、どの様に流れるかシミュレーション

➢ 北海道西岸からオホーツク沿岸に掛けて岸沿
いに移動し、オホーツク海へ辿り着く過程が
再現

◆ 2018年以前のシミュレーションでは、石狩湾
に投入された粒子の多くが北海道西岸から沖
合へ拡散

R4さけます不漁対策事業報告書より抜粋
（東屋, 未発表） 稚魚が流される春の北海道沿岸の流れが関係？

2022年度漁期の特徴
↓

地域間格差の拡大

2. 東北太平洋での不漁継続
• 「暖水比」からは、2022年の来遊量の回復を予測

• 2022年岩手県の単純回帰率は0.04％、極めて低
かった前年と同じ値に留まる

岩手県のサケ回帰率と、3年前の春の三陸
沿岸〜沖合の海洋環境とに顕著な関係が

暖水が優占する春に降海→低回帰率？

三陸沿岸の水が、寒流起源の水か暖流起源の水かを
判断。冷水と暖水の頻度から「暖水(出現)比」とい
う指標を算出

Wagawa et al., 2016
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サケ回帰率と暖水比の対応

単純回帰率:サケが4年魚で最も多く回帰することから、簡易的
に4年前の年級の放流数に対する来遊数の割合を示したもの
http://salmon.fra.affrc.go.jp/zousyoku/ok_relret.html#rr

2019-21年回帰率 予測と実際

Wagawa et al (2016)を基にした簡易的な解析を実施（奥西, 未発表）

2014年 異常冷水
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2016-18年の春の三陸沖は
暖水出現比が高かった

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

2000 2005 2010 2015 2020 2025

暖
水
の
出
現
比

単
純
回
帰
率
（
％
）

回帰年

実測回帰率

予測回帰率

暖水比（3年前）

2022年の答え合わせと今後
2019年春の環境
と予測回帰率

結果：2019年春の暖水比は過去3年に比べ下がったものの、4年魚として回帰
する2022年の岩手県のサケ回帰率は前年と変わらず過去最低レベルに

暖水比からの2022年の岩手県の回帰予測は外れ、回帰率は回復せず。
今年だけ外れたのか、関係が変わってしまったのか？

今秋以降に4歳で回帰
するサケが、降海時
に経験した環境

2022年実際の回帰率

2022年度漁期の特徴
↓

地域間格差の拡大
• 北海道日本海における大豊漁

← 降海後の流れ（の違い）によって、好･不漁が左右さ
れる可能性？

• 東北太平洋での不漁継続
← 2019年降海分については「暖水比」と回帰の結果とが
合致せず…

• 回帰率の変動には海洋環境が影響をしているであろうことが想定。
しかし流れや水温とサケ稚魚の成長･生残との関係は明らかではない。

• 水温や水塊、海流の変化により、餌生物、サケ稚魚の代謝活性、必
要とされる遊泳力や距離、サケ稚魚を捕食する魚食性魚類との遭遇
確率も変化？

• 現在各道県の水産試験場／センター、ならびに水研が、それぞれ、
また各種事業を通じて共同で研究を進めている。

一方で、
2022年漁期の結果は、量的には大きな地域間格差があったことは確かだが

各海域に共通した特徴はないか？

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

本州

太平洋

0

5

10

15

20

25

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

北海道太平洋

0.0

0.5

1.0

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

本州

日本海

0

5

10

15

20

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

北海道日本海

年級群別地域別4歳サケ来遊数

来
遊
数
（
百
万
尾
）

年級群

2018YC

単純回帰率を見るのに用いる4歳魚のみの年級群別来遊尾数を示す。
特に昨年の回帰におけるメインとなった2018年級と、その前年の2017年級に着目
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年級群 北海道日本海 本州日本海 北海道太平洋 本州太平洋

4歳魚来遊尾数 2017 8,467,686 149,514 2,276,702 174,448 

（尾） 2018 17,727,625 296,650 4,960,516 320,108 

放流尾数 2017 452,233 123,903 476,921 508,817 

（千尾） 2018 459,619 113,885 636,313 571,188 

単純回帰率 2017 1.87 0.12 0.48 0.03

（％） 2018 3.86 0.26 0.78 0.06

来遊尾数比 2.1 2.0 2.2 1.8 

回帰率比 2.1 2.2 1.6 1.6 

年級群別地域別4歳サケ来遊数

水研機構資源研さけます部門まとめ
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2017年級と2018年級とでの比較

更に細かい海区や県に分ければ凹凸はあるものの、

2017年級と2018年級の4歳魚での回帰の差は、

・来遊尾数比では何れの海区も2倍前後に

・単純回帰率比では、日本海側が2倍強、太平洋側は1.6倍

2018年級に関与した(海洋)環境は、おしなべて前年の倍程度「良いこと」があった？

東北太平洋側各県の単純回帰率の変動
太平洋側各県では、

･ 2015年級（2019年回帰）

･ 2017年級（2021年回帰）

で回帰率が低下。その後回帰率は

回復すること無くその水準を維持

回帰率を[前年比]で見ると：

･ 2015年級の回帰率は前年の1/4〜

1割まで低下、翌2016年級群はほ

ぼその値を踏襲（0付近に分布）

･ 2018年級の回帰率は茨城（前年

比6割）、岩手（前年と同値）を

除き前年の1.5〜2倍まで回復し、

東北太平洋全体としては1.6倍に。

これは北海道太平洋と同値
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2016年:黒潮続流の北に暖水塊が発
生、昇温
翌2017年以降:黒潮大蛇行の影響で
黒潮続流が北偏、黒潮系暖水が東北
近海へ流入し易くなった状態が継続
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東北日本海側各県の単純回帰率の変動

日本海側各県では、

･ 2012年級にて全県の回帰率が1％

以下に落ち込んで以降は、毎年ほ

ぼ同水準の回帰率を維持している

様にみえる

回帰率を[前年比]で見ると：

･ 2015, 2017年級の回帰率低下、

2016, 2018年級の回帰率向上など、

傾向は各県とも一致しており、そ

の動向は北海道日本海とも一致

※石川県の回帰率変動のみ、他県と

は異なる動きを示しているように

見えるが、これは来遊量がごく少

ないが故の値の揺れか

（正の値は前年を上回る回帰率、負の値は前年を下回る回帰率を示す）
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各海域特有の要因と、全海域を
通じての要因の組合せで効く？

2022年漁期におけるサケ資源状況まとめ
• 日本でも多くの海域で前年来遊量を上回るが、海域間格差も拡大

• 北海道日本海：史上最高レベルに達する回帰尾数に

• 北海道太平洋及び本州日本海：一昨年以前の回帰尾数水準に戻した程度

• 本州太平洋：前年に引き続き極めて低い来遊に

• 北海道日本海の好漁：

• 2019年春の石狩湾からの粒子追跡シミュレーション：

サケ稚魚は沖合に分散せず、沿岸に沿って時計回りに移送され、オホー

ツク海に到達？

• 本州太平洋（岩手放流分）の不漁：

• 2019年春の三陸沖の暖水比からは回帰率の上昇が期待されたものの、

実際には前年と同じ極めて低い回帰率（0.04％）に留まる。

• 回帰率そのものは海域によって大きく異なるものの、

前年からの増加率は1.6倍（太平洋側）〜2倍（日本海側）に収斂

• 各海域での生残率水準を規定する要因と

• その年級全体を通じて作用する要因

の組み合わせ？
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